
 令和 6 年 12 月 9 日  

 

令和６年度 大学院短期招聘研究員の研究報告 

  

國學院大學大学院国際学術交流事業による短期招聘研究員の招聘に伴う研究活動に

ついて、下記のとおりご報告いたします。 

 

招 聘 者 ： 文学研究科 教授 青木 敬  

招聘研究員： 付龍騰（山東大学考古学院・助理研究員） 

招聘期間：  令和６年 11月 11日（月）～ 令和６年 12月７日（土） 

 

学術交流報告(講演会等)①： 

実施日時：令和６年 11月 20日（水）、16：10～18：00 

実施場所：渋谷キャンパス・若木タワー5階 0507教室 

タイトル：中国三国西晋時代の陵墓制度 

参加対象：文学研究科大学院生、文学部生 

概  要：曹魏と呉の陵墓制度とを墳丘の有無や墓室の構造、副葬品などから比較し、革

新的な曹魏と伝統的な呉を対比的に位置付けた。参加者 17名。 

 

学術交流報告(講演会等)②： 

実施日時：令和 6年 11月 30日（土）、16：00～18：20 

実施場所：渋谷キャンパス・若木タワー5階 0507教室 

タイトル：中国魏晋南北朝時代の陵墓制度 

参加対象：文学研究科大学院生、日本中国考古学会員、学外研究者 

概  要：日本中国考古学会との共催。魏晋南北朝の陵墓を概括し、皇統観念によって三

国西晋、東晋十六国、南北朝と区分し、各時期の特徴・特質を述べる。対面・オ

ンライン併用形式で実施、参加者は対面 8名、オンライン 5名、計 13名。 

 

学術交流報告(講演会等)③： 

実施日時：令和 6年 12月 4日（水）、16：10～17：55 

実施場所：渋谷キャンパス・若木タワー5階 0507教室 

タイトル：中国漢代の陵墓石刻 

参加対象：文学研究科教員、文学部教員 

概  要：漢代の陵墓石刻について、記功説と昇仙説の両説に依りつつ、造形や空間配置、

分布、使用階層と多方面からの検討を加え、漢代以降の例も含めてその変遷と

序列の有無を整理した。参加者 12名。 

 

 


